
【第３学年算数】 小数の意味や小数の加法及び減法の計算の仕方についての理解を深める。 

 

１ 単元名    小 数 

 

２ 単元のねらい 

○  小数を用いると，整数で表すことのできない端数部分の大きさを表すことのできることの

よさに気付き，小数を生活や学習に進んで用いようとする。 

 ○ 小数の仕組みや構成，加法及び減法の計算の仕方を考え，表現することができる。 

○  端数部分の大きさを小数を用いて表したり，
10

1
の位までの小数の加法及び減法の計算をし

たりすることができる。 

○  小数が用いられる場合や小数の仕組みついて知り，
10

1
の位までの小数の加法及び減法の意

味や計算の仕方について理解する。 

 

３ 指導計画（全１１時間） 

第一次  ４時間  はしたの表し方 

第二次  １時間  小数の仕組み 

第三次  ４時間  小数のたし算とひき算 

第四次  ２時間  練習・力だめし 

 

４ 単元の構想 

本単元では，小数を用いて端数部分の大きさを表すことができることを知るとともに，小数の

意味と表し方を理解させることをねらいとしている。 

  また，小数についても，加法及び減法ができることを理解させ，小数第１位までの加法及び減

法の計算ができるようにすることも大切な指導内容である。その際，小数は整数と同じように十

進位取り記数法によるため，小数点をそろえて位ごとに計算することや，筆算の手順を計算方法

と関連付けながら指導することで，筆算の意味理解を図っていくことが重要となる。 

 

５ 本時の指導（９／１１時間目） 

(1) 本時のねらい 

     筆算形式の誤答をもとに，正しい筆算や計算の仕方を考えることを通して，位をそろえて

（小数点の位置を合わせて）計算することを理解することができる。 

(2) 本時の構想 

 本時では，筆算形式の誤答を取り上げ，正しい筆算や計算の仕方について考えさせる。そ 

して，誤答の原因や正しい計算の仕方について考える過程を通して，小数の加法及び減法の 

計算の仕方についての理解を深めさせる。 

 誤りやすい加法及び減法の計算は，5＋3.4，1.6＋4，4－1.8 などで，位をそろえることや   

繰り上がり，繰り下がりなどでの誤りが目立つ。そこで，このような誤りやすい問題を取り

上げ，誤答の理由について説明させる活動を通して，位をそろえて（小数点の位置を合わせ

て）計算することの理解を深めさせたい。また，説明の際には，理解の定着を図るために，

言葉だけではなく，具体物や式及び図などを用いて説明させるようにする。 

 



(3) 展開 

学習活動（T：教師，C：児童） ・留意点  ◇評価 

１ 問題を把握し，学習課題を設定する。 

 

 

 

 

 

＜Ａさん＞       ＜Ｂさん＞ 

 

C：A さんと B さん，どちらのやり方が正しいのかなあ。 

C：筆算は，右側の位をそろえるんだったかなあ。 

T：２人の筆算は，どちらが正しいでしょう。 

 

 

 

２ ２人の筆算を比較して，計算の仕方について検討する。 

T：どちらの筆算が正しいのか考えましょう。また，理由も説明し 

  ましょう。 

C：Ａさんの筆算が正しいと思います。理由は，右側の位をしっか 

  りそろえているからです。 

C：Ａさんの筆算だと，答えが 4.2 になってしまいます。そうする  

  と，水の量の６L より少なくなるからおかしいです。 

C：10L くらいになるはずだから，Ａさんの筆算はおかしいよ。 

C：図で表すと A さんの筆算はおかしいことが分かります。 

C：６は 6.0 と考えなくてはいけないから B さんの方が正しいです。 

C：小数の計算の場合は，小数点の位置をそろえないといけないん   

  じゃないのかな。 

T：小数点の位置をそろえて（位をそろえて）計算してみましょう。 

 

 

 

３ ひき算の問題について，計算の仕方を考える。 

T：4－1.8 の計算を行いましょう。 

C：ひき算でも小数点の位置をそろえて（位をそろえて）計算すれ   

  ばいいんじゃないかな。 

C：繰り下がりにも気を付けないといけないね。 

４ 学習を振り返る。 

T：今日の勉強で分かったことをノートに書きましょう。 

C：整数の計算と同じように小数の計算でも位をそろえて計算する 

  ことがわかった。小数点の位置をそろえて（位をそろえて）計 

  算するようにしたい。 

 

 

・実際に子どもたちに立式さ

せ，誤答を扱うようにす

る。 

 

・違いを意識させるために２

人の筆算を並べて提示す

る。 

 

 

 

 

 

 

・２つの筆算を比較させ，正

しい理由を説明させる。 

・見当をつけさせるように配

慮する。 

・図などと対応させて説明さ

せるようにする。 

 

 

 

◇小数点の位置を合わせて

計算することを理解する

ことができる。（児童の発

言，ノート） 

 

 

・ひき算についても誤答を取

り上げて検討する。 

 

 

 

◇小数の加法・減法の計算の

しかたを理解し，正しく計

算することができる。（ノ

ート） 

 

【学習課題】 

２人の筆算は，どちらの計算の仕方が正しいのだろう。 

【問題】「シャボン玉えきのもと 3.6L と水６L を合わせると，

何 L になりますか。」という問題に対して，A さんと B さんが筆

算で，答えを出そうとしています。２人の筆算について考えま

しょう。 

【まとめ】小数の計算は，小数点の位置をそろえて（位をそろえ 

     て）計算する。 

     て）計算する。 
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